
1266 OTジャーナル　VOL.57　NO.11　2023 年 10 月 0915‒1354/23/紙：￥500/電子：￥1,200/論文/JCOPY

第17回　作業療法ジャーナル研究助成・研究経過報告

「脳疾患患者の育児行動における技能と環境についての考察および
患者にかかわる作業療法展開についての多面的影響」

研究経過報告

内田　智子　氏
ЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖЖ

Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж

研究の進捗状況と今後の予定

Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж
Ж

内　田　智　子
（神戸大学大学院，作業療法士）
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　第 17 回作業療法ジャーナル研究助成をいた
だき，研究を進めております．
　研究テーマは「脳疾患患者の育児行動におけ
る技能と環境についての考察および患者にかか
わる作業療法展開についての多面的影響」です．
若年者が脳疾患となり，障害が残存した場合，
家事や育児等の複雑な日常生活の課題に直面す
ることになります．これらの課題を明確にし，
作業療法プログラムの一助となることを目的と
しています．
　共同研究者の土佐リハビリテーションカレッ
ジ　片岡聡子先生と，発症時 9 歳までの児を育
児中であった脳疾患患者で研究時発症 10 年以
内の方を対象に10名の半構造化面接を行い，共
通して述べられた困りごとやその解決方法につ
いて分析しました．育児における困りごとにつ
いては，児の年齢により内容が異なっており，
乳幼児では第一におむつ替えが挙がり，特に便

の際の困難さが，第二に抱っこした状態での床
から立ち上がり，歩行での困難さが語られまし
た．入浴については怖さのため未実施の事例も
数例みられました．幼児，就学時では，髪を
結ってあげられない，学業の援助で，連絡帳へ
のサインや，保育園・習い事の送迎で困難があ
り，習い事については送迎困難のため，児にや
めてもらった事例もありました．また，高次脳
機能障害のあるケースでは，自身では困難さを
感じていなかったり，実施困難の自覚がなかっ
たが，周囲が気づきフォローされている例もあ
りました．この結果については 2023 Interna-
tional Neuropsychological Society Taiwan 
Meeting にて報告しました．
　今後は，育児が必要な患者に対する作業療法
経験のある OT への半構造化面接を行い，脳疾
患による障害が育児行動に与える影響と作業療
法のかかわりについて考察する計画です．

©
M

IW
A-

SH
O

TE
N

 L
td

, 2
02

3

2026/10/01 02:09:38


